
『新修 小松市史』 が語る利常像 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 253号 

令和 2年 4月 1日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

 令和 2年は，小松市制が施行されて 80年を迎えます。また本年は，小松発展の祖を築いた前田利常公が

小松城に入城して，380 年の節目の年でもあります。『新修 小松市史』では，この利常公の足跡を様々な形

で紹介してきましたが，その一端を各編から紹介します。詳細は，ぜひ市史を手に取ってご覧ください。 

 ｢春眠不覚暁｣から始まる孟浩然の漢詩『春暁』は，温かい春の陽気を詠んだ詩です。図書館から見える芦城公園

の桜も，今年は開花が早く，今が見頃です。しかし，新型コロナウィルスの影響で観賞する人もまばらで，宴を

囲む人たちは全く見受けられない状況です。東京オリンピックもまた 1年延期となり，世界は，かつてない騒然

とした中に追い込まれています。このような事態が，一日でも早く終息することを願って，国民一人一人が不要

不急の移動を控え，感染防止に努めましょう。 

◇ 『美術工芸編』より｢前田利常ゆかりの文化財｣から 

利常在城時代に建立，再興された小松天満宮と那谷寺は，いずれも，

山上善右衛門を棟梁とする建築の粋を極めた建造物である。その宝物も

また，利常が収集した名品が納められ，天満宮では，零元上皇から下賜

された文台と硯箱，中国明時代の三彩双耳瓶，那谷寺の萬暦五彩瓶など

は文化財に指定される逸品で，前田家の文化の豊かさを物語る。 

◇ 『小松城編』より｢利常在城の時代｣から 

利常在城時代の事蹟，作城，治世などに関する史料が紹介されている。

事績では，前田家系譜，利常判印鑑，｢微妙公記｣より，その功績が上げ

られる。作城では，今に伝えられる小松城と城下の建設は利常が始めで

あることが示される史料が紹介される。その他，知行宛行状，寄進状，

由緒帳などから利常の治世の様子が窺うことができる。 

◇ 『建築編』より｢小松城｣から 

一国一城令の例外として築かれた小松城は，52,700

坪と城址，堀とも金沢城の 8割増という大規模なもの

であった。また，梯川を大きく堀にして浮城のように

なっており，防備も充分に整えた城であった(右復元

図参照)。『建築編』では，「加州小松城之図｣を始め，

小松城全域示す絵図が収められ，その住まいであった

御殿の間取りを示す図面も掲載される。御殿は 4つの

建築群から成り，能舞台を備えた広大な建物である。

文化の豊かさを傑出した小松城を，復元図等を参照し

ながら見ていただきたい。 
前田利常在城時代の小松城本丸復元図(中西立太氏作成) 

前田利常銅像(芦城公園内) 

◇ 『考古編』より｢小松城址｣から 

小松城本丸，二の丸，三の丸，中土居の発掘調査(小松高校改築，宅地造成，住宅建設等に係る調査)の成果が

紹介される。石垣，堀の遺構の実態や状況の他，鉄製品の部材(門柱・門扉使用)や瓦(平・丸・軒丸)などの遺物

が図面や写真とともに報告される。 



＜４月のカレンダー＞ 開室時間  10：00～17：00（火～金）／９：00～17：00（土）  

＊     は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

写真でふりかえる小松市 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

3/29 3/30 3/31 １ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ 11 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 5/1 5/2 

 

＜事務局 ３月の活動状況＞ 

・３月５～29日  小松新聞資料調査 

・３月６・11日  水害関係資料調査 

・３月 11日(水) 小松町会議録資料調査 

・３月 14日(土) 考古部会 

・３月 14日(土) 矢崎町町有文書資料調査 

・３月 14・22日 国府村役場･赤瀬町町有文書資料調査 

国府村役場文書資料調査 

        

・３月 18日(水) 災害関係資料調査 

・３月 19日(木) 額見西遺跡遺物撮影(県埋文ｾﾝﾀｰ) 

・３月 24日(火) 移民関係資料調査 

・３月 26日(木) 小松都市計画関係資料調査(県庁) 

 

 また，発刊に先駆け，｢昭和の小松をふりかえる｣と題したミニ展示も，

1 年をとおして実施します。4 月からは公共施設の今昔と昭和の賑わい

の場面を写真で振り返ります。 

  

 

 

 

《小松市政の発足》 

 昭和 15年(1940)12月１日，小松町，

安宅町，牧村，板津村，白江村，苗代

村，御幸村，粟津村が合併して，小松

市が誕生しました。合併の結果，新生

小松市は，戸数人口が 51,975人，面積

91.07 ㎢となり，全国で 176 番目の市

となりました。国防国家の建設を目的

として，都市計画の推進，工場の誘致，

食料の増産，商工会議所の設置，道路

施設の充実などを目指しました。 

 本年は，市制 80周年の記念の年でもあり，12月の本式典に向けて，いろいろなセレモニーが行われます。

市史編纂事業もタイミング良く，今年度は，『近現代編』が発刊予定で，政治行政の分野では，この市制実施

に向けての資料(｢小松市制実施要項｣・｢市制施行ニ関スル若干ノ考察｣など)が盛り込まれます。 

 

「小松市役所」の今昔（昭和～現在） 

＜事務局 ４月の活動予定＞ 

★ 新型コロナウィルスの影響で部会，調査は中止に 

なりました。 

「三日市商店街」の賑わい（昭和 30 年代） 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

